
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年 

〇カタカナや漢字の読み書きについて、言
葉探しや文章作りで、言葉の定着を図った
り意味理解を深めたりすることができた。
〇物語文や説明文を読む際、絵や写真と
対応させ、内容を確かめることができた。
〇出来事を、順番に書くことができるように
項目を設定し、段階的に指導した。内容を
整理して書くことができた。
〇音読を毎日行い、読む機会を増やした。
言葉のまとまりを理解して読むことができ
た。
◎物語文や説明文の中で、気付いたところ
に線を引かせた。記述部分を手掛かりに、
思いや理由を書くことができた。

〇文字や言葉への関心は高く、意欲的にひらがなを
読み書きしたり、熱心に読書に取り組んだりする姿が
見られる。一方で、まだ文字の読み書きや言葉のま
とまりについて理解が難しい児童もいる。
〇場面の様子や登場人物の気持ちを想像したり、音
読したりする学習では、前向きに取り組む姿が見られ
る。一方で、本文を根拠として意見を述べられる児童
が少ない。
〇文章を書く活動では、自分の経験や気持ちを表現
しようとする姿が見られる。一方で、書いている内容
が明確でなかったりする児童もいる。
〇自分の意見を発表する活動では、すすんで取り組
むことができる。一方で、「はい➡立つ➡です」が身に
ついていなかったり声が小さかったりする児童が見ら
れる。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇言葉の学習について、意味を確かめて身に付けられるように、学習した
文字を使った言葉探しや、文章作りなどを積極的に取り入れるようにする。
また、音読を授業や家庭学習で毎日取り入れ、言葉のまとまりを理解して
読むことができるようにする。
②学ぶ内容
◎物語文や説明文の中で、自分の意見の根拠となる場所に線を引きその
理由を記述する活動を取り入れる。また、文章の読み取りでは、大事な場
面の内容や段落のつながりに関して理解を深められるよう、絵や写真を活
用して指導する。
③学びの方法
〇順序を意識して書くことができるように、「誰が」「いつ」「どこで」「何をし
た」など項目を具体的に提示し、分かりやすく書くことができるようにする。
〇発表する際には、話型や声の大きさなどを毎回確認し定着させる。

第２学年

◎文章の読み取りでは、手がかりに線を引かせ
ることで重要語句を意識して考えたり書いたりす
ることができた。
○「読むこと」の学習では、時間的な順序や事柄
の順序などを押さえ、理解を深めることができ
た。
○「書くこと」の学習では、メモをもとに「はじめ－
中－終わり」を意識した文を書くことができた。
◎児童の身近なテーマで題材を決め、読み手に
伝えることを意識して書くことができた。
○新出漢字の学習では、成り立ちや既習のこと
を関連付ける学習を通して、興味を高めることが
できた。宿題を毎日出し、定期的に小テストを
行った。小テストで間違えたところは再度練習
し、定着を図ることができた。

○本文を読んで読み取ったことを基に、自分の考え
を発言する児童に偏りがある。
〇「読むこと」の学習では、時間的な事柄や順序など
を見つけられる児童に差がある。
○「書くこと」の学習では、「はじめ・中・おわり」を意識
して書くことはできるが、メモを基に書き足して詳しく
書ける児童が多くはない。
○新出漢字の学習では、習得率の個人差があり、正
しい書き順で書くことができる児童は多くはない。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎「読むこと」の物語文では、登場人物の気持ちが分かる言葉や気持ちが分かる行
動となる言葉を見つけて線を引かせるとともに、考えを書く時間を確保したり交流さ
せたりして、自信をもって発表できるようにする。また動作化を用いて、児童が言葉を
身近に感じられるようにする。
◎「読むこと」の学習では、時間的な順序や事柄の順序を表す言葉を教室にも掲示
し、児童が探すために手掛かりとなるようにする。
○「はじめ・中・おわり」の構成に沿って項目ごとにメモを書かせ、そこから詳しく文章
を書くことができるように、詳しく書けると良い項目を示す。（会話文など）
②学ぶ内容
◎経験したことや想像したことから題材を決め、読み手に伝わることを意識して書か
せるようにする。
○毎日の新出漢字の学習の時間では、字形だけでなく、書き順や成り立ちや身の回
りのことも関連付け、意味をイメージして習得できるようにする。また、定期的な小テ
ストでは、十分に練習時間を取るとともに間違えたところは再度取り組ませ、定着を
図る。

第３学年

◎自分の考えや思いを表現する学習で
は、穴埋め形式のWSと自由記述のWSを作
成して、児童が選択できるようにすることで
文章を書き表す児童が増えた。
○説明文では、「説明文マスター」を活用し
ながら「はじめ・中・終わり」それぞれの段
落の役割を考えたり、文末表現に注目させ
たりすることで、段落の構成を考えられる
児童が増えた。
○物語文の学習ではワークシートを使い登
場人物の心情を可視化することで、より登
場人物の気持ちが分かり児童も進んで学
習に臨んでいた。
○週末の国語プリントをきちんと取り組ん
だ児童は、語句の意味や漢字が定着して
いる。普段から漢字を使うよう習慣付けて
いく。

◎自分の考えを様々な形で表現することができ
るようになってきている。自分の考えや思いを書
き表す学習では例を示すと、項目な内容に分け
て短い文で書くことができるが、全体の構成を考
えて文章を書くことに慣れている児童は少ない。
○説明的な文章の学習では、文章全体の構成
も理解している児童が少し増えてきた。
○文学的な文章の学習では、叙述を基に登場人
物の心情や場面の移り変わりを読み取ることが
できている児童が多くなっている。
○新出漢字が増えたために、定着が難しい子が
多い。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎穴埋め形式、自由記述など、工夫したWSやノートの書き方を工夫するこ
とで、学ぶ意欲を高め、自分の考えや思いを積極的に表現できる児童を増
やす。
②学ぶ内容
○説明的な文章の学習では、形式段落ごとに分けた文章の短冊を並び変
える活動をさせたり、、接続詞やまとめを表す言葉などに着目させたりする
ことで、全体の構成を捉えられるようにする。
〇文学的な文章の学習では、登場人物の心情の変化を明確にさせるため
に、様子や行動を表す語句に線を引かせたり、ワークシートを活用して場
面ごとの心情変化を可視化したりして、読解力を高めるようにする。
③学びの方法
○新出漢字では、音読させたり、指書きなどさせたりして、体で覚えさせる。
また、間違えた漢字などを繰り返し練習させ、定着をさせる。を国語辞典を
用いて言葉の意味を調べたり、その言葉を使った文章作りをしたりすること
で、漢字に触れたり活用したりする機会を多く設定し、定着を図る。

第4学年

◎一人ひとりが考えを書く時間をきちんと設けた
ことで、充実した話し合いを行うことができた。

〇漢字学習や国語の文法プリントに継続的に取
り組むことで、言語力の向上が見られた。
〇サイドラインを引かせ、ノートに根拠として引用
やページ数を記入させることで読解力が高まっ
た。
〇定期的な漢字小テストにより、漢字の定着を
図れてきたが、個人差は感じられる。
〇空いている時間にも読書を推進したことで、集
中して読書する習慣が身についた。

○自分の考えをノートに書くことや伝えることに自信がもて
ない児童が多い。
○文章を書く際に、誤字や言葉の意味が分からない児童の
姿が多く見られるが、できる限り長く書こうとするなど意欲が
感じられる。
○物語文を叙述をもとに、豊かに読み取ることができる児童
が多い。物語文に比べると説明文の文章読解に難しさを感
じている児童が多い。
○漢字への苦手意識が強く、定着が不十分な児童が多い。
また、習った漢字を使えない児童も多い。
○読書への関心が低く、休み時間や隙間時間に読書をする
児童が少ない。
○ノートや漢字練習の際に、適当に書いて終わりにしてしま
う児童がいる。

①自分自身の学ぶ姿勢
○児童のノートのきめ細やかなチェックを行ったり、丁寧にかけているノ児
童のノートを紹介したりして、丁寧に書こうという気持ちをもたせる。
②学ぶ内容
○文章を推敲する時間を設け、友達同士も読み合い、正確な文章を書くよ
う意識を高めさせる。
○宿題での漢字練習、予定を予め配布しての定期的な小テスト、合格点を
決めての再テストを行い、漢字の定着を図る。
③学びの方法
◎一人ひとりが自分の考えを書く・まとめる時間を十分に設ける。
○物語文や説明文の読解の際にはサイドラインを引かせ、叙述を基に確
実に読み取りできるようにさせる。
○意味調べや漢字学習を通して、語彙力をあげ、自分が使える言葉の引
き出しを広げさせる。
○毎週、図書の時間を確保することで本の貸し借りを確実に行い、読書の
習慣をつくる。

第5学年

◎読み方の確認・追加をしていくことで、次の学
習でもそれを生かして読むことができるように
なってきた。
◎思考ツール等を活用することで、情報を整理し
てイメージを膨らませることができた。思考ツー
ルの引き出しを増やし、その場にあった思考ツー
ルを自分で選択できるようにしたい。
◎交流活動を増やすことで、考えの深まりには
繋がったが、交流活動の必要感を児童にもっと
持たせられるようにする必要がある。
◎共有の場面を増やすことで、優れた表現に気
付くことができた。
○国語プリントを活用することで、主語や述語、
指示語などについての理解が深まった。
○漢字小テストなどを活用することで、定着度は
高まったが、定着ができている児童とできていな
い児童の差は未だに大きい。

〇どのような活動にも意欲をもって取り組める児童が多い。
○相手の話を最後まで聞き、必要な事柄を聞き取ることに
関しては十分に定着していると言えない。
○文章を書く際に、主述の関係が一致していなかったり、句
読点が抜けたりしている児童がいる。
○新出漢字の学習については、自分で学習をすすめられる
児童が多いが、定着が不十分な児童が多く、苦手意識を
持っている児童も多い。
〇話す・聞くの単元では、楽しんで友達とやり取りできる児
童が多い。
〇学んだことをメタ認知して振り返りをしっかりと行える児童
が多い。

①自分自身の学びの姿勢
〇引き続き、どのような活動にも意欲をもって取り組めるよう、授業の展開
や発問を工夫する。
②学ぶ内容
○毎週の国語プリントを通して、主語と述語、句読点などを意識した正しい
文を書く活動を積み重ねる。
〇漢字と計算の宿題を毎日出し、基本の定着を図る。
③学びの方法
◎「はなよとも」を活用し、学びを振り返り次へ生かす力を引き続き伸ばして
いく。
◎交流活動を増やすことで、お互いの考えを伝え合い、それを自身の学び
の深まりに繋げられるようにする。
◎書いた文章を互いに読み合う機会を設け、分かりやすい文章や優れた
表現に気が付けるようにする。
〇漢字小テストを定期的に行い、定着を図る。

第6学年

◎物語文や説明文において、様々な手立てを用
いることで、８割の人が筆者の考えや登場人物
の考えに迫ることができた。そして、自分の考え
をもつことができた。一方で、考えがもてない児
童も一定数いるため、そのための手立てが必
要。
〇話し合い自体はできたが、なんのための話し
合いなのか、目的は何かなどはもっともたせるべ
きだった。
〇児童の語彙は増えたが、かなり個人差があっ
た。
〇ほとんどの児童が、漢字の理解の定着はした
が、一定数の児童は定着するところまでは達成
することができていない。

○どの児童も前向きに学習に取り組んでいるが、活発に発
言する児童とそうでない児童に差が生じてきている。
○自分の意見や考えを根拠とともに表現することができる
児童は増えた。また、タブレットを使うことで成果物としての
自分の考えの表現ができる児童も増えた。
○文章を書いたり、自分の考えをまとめたりする際に、自分
の思いに適した言葉が見つからない（語彙が少ない）児童
が多い。
〇3，4人のグループでの話合いは、活発に行うことができる
が、グループで出た意見を発表するときには消極的な児童
が多い。
○漢字の習得や言語に関する知識の理解について、定着
が十分な児童と不十分な児童の差が大きくなってきている。

①自分自身の学びの姿勢
◎単元のゴールイメージをもたせ、この単元で何を学習し何を身に付ける
のか見通しをもって学習に取り組めるようにする。
②学ぶ内容
〇新出漢字の学習において、週末のプリントの宿題などを活用しながら例
文や熟語の指導を重点的に行い、児童の語彙を増やしていく。
○漢字の小テストを定期的に行い、一人ひとりの理解の定着や学習状況
の把握ができるようにするとともに、結果に応じた個別の指導を行ってい
く。
③学びの方法
◎物語文や説明文では、ワークシートを工夫したり、思考ツールを活用し
て、筆者の考えや登場人物の考えに迫り、それに対して自分はどのように
考えたのか（感じたのか）を根拠を明確にしながらまとめることができるよう
にする。それとともに、そのような内容を共有し、自分と他者の考えを比較
することで、新たな気付きを促していく。
〇話し合いの目的や必要感をもたせ、一人ひとりが主体的に話し合い活動
に参加できるようにする。また、話し合ったことが生かされるように発表や共
有の仕方も工夫する。
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